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本
稿
で
は
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
が
所
蔵
す
る
石
河
家
文
書
に
含
ま
れ
る
「
宝
暦
十

三
未
年
三
月
廿
八
日
御
国
許
江
之
御
暇
被
進
候
其
節
御
供
ニ
付
而
登
城
公
義
御
目
見
拝

領
物
等
之
留
」（
以
下
、「
公
儀
御
目
見
拝
領
物
之
留
」
と
表
記
）の
翻
刻
を
掲
載
す
る
と
と
も

に
内
容
の
紹
介
を
行
う
。

本
史
料
は
竪
帳
一
冊
で
あ
る
。
後
年
に
装
丁
し
た
と
思
わ
れ
る
外
表
紙
に
は
、「
宝

暦
十
三
年　

公
儀
御
目
見
拝
領
物
之
留
」
と
表
題
が
つ
い
て
い
る
。
中
表
紙
に
「
宝
暦

十
三
未
年
三
月
廿
八
日
御
国
許
江
之
御
暇
被
進
候
其
節
御
供
ニ
付
而
登
城
公
義
御
目
見

（
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〔
史
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尾
張
徳
川
家
の
家
臣
に
お
け
る
将
軍
謁
見
の
過
程

萱
　
田
　
寛
　
也

─
宝
暦
一
三
年
の
御
暇
御
礼
を
事
例
に

─

拝
領
物
等
之
留
」
と
表
題
が
あ
る
。
白
紙
を
入
れ
る
と
計
九
丁
で
、
七
丁
目
の
表
と
裏

の
間
に
一
通
の
状
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。

宝
暦
一
一
年（
一
七
六
一
）の
宗
勝
の
死
去
に
伴
い
家
督
を
継
い
だ
宗
睦
は
、
同
一
三

年
が
藩
主
就
任
後
初
め
て
の
御
暇
で
あ
っ
た
。
宗
睦
は
、
同
年
三
月
二
八
日
に
一
〇
代

将
軍
徳
川
家
治
に
御
暇
の
挨
拶
を
す
る
た
め
に
登
城
す
る
が
、
尾
張
徳
川
家
の
家
臣
で

付
家
老
を
務
め
た
成
瀬
正
太
と
子
息
の
正
典
、
年
寄
役
の
遠
山
景
慶
な
ど
も
随
行
し

た
。
本
史
料
は
、
正
太
・
正
典
・
景
慶
が
家
治
に
御
目
見
す
る
時
の
手
順
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
御
暇
御
礼
に
つ
い
て
は
、
正
太
の
活
動
を
編
年
体
で
記
録
し
た

犬
山
城
白
帝
文
庫
所
蔵
成
瀬
家
文
書
中
の
「
正
泰
公
御
伝　

天
地
」（
以
下
、「
正
泰
公
御

伝
」
と
表
記
）に
も
記
述
が
あ
る
。

尾
張
徳
川
家
の
家
臣
の
う
ち
、
成
瀬
・
竹
腰
・
渡
辺
・
石
河
・
志
水
と
い
っ
た
「
万

石
以
上
」
の
家
は
、
開
始
時
期
に
差
は
あ
る
が
、
将
軍
に
対
し
て
自
己
の
参
府
・
御
暇

や
、
隠
居
・
継
目
・
家
督
御
礼
を
行
う
こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
た
。
尾
張
徳
川
家
の
家

臣
に
お
け
る
将
軍
と
の
謁
見
に
つ
い
て
は
、
白
根
孝
胤
氏
と
筧
真
理
子
氏
が
分
析
を
進

め
て
い
る
。
白
根
氏
は
、
享
保
元
年（
一
七
一
六
）に
六
代
藩
主
の
継
友
が
初
め
て
家
督
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尾
張
徳
川
家
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臣
に
お
け
る
将
軍
謁
見
の
過
程

一
五
四

相
続
後
御
暇
の
許
可
を
申
し
渡
さ
れ
た
時
に
、
随
行
す
る
予
定
の
家
臣
一
〇
名
が
黒
書

院
で
八
代
将
軍
吉
宗
に
謁
見
し
た
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
二
年
に
家
臣
の

石
河
正
章
が
参
府
し
た
際
に
、
白
書
院
で
吉
宗
に
謁
見
し
た
経
緯
に
つ
い
て
も
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
筧
氏
は
、
成
瀬
家
に
よ
る
参
府
・
御
暇
の
儀
礼
に
つ
い
て
、
尾
張
藩
と

幕
府
と
の
関
係
性
や
時
期
毎
の
変
化
に
注
目
し
な
が
ら
分
析
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
最
初
に
本
史
料
の
作
成
背
景
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
次
に
今
回
の
御
暇

に
お
け
る
宗
睦
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
家
臣
に
よ
る
謁
見
の
過
程
に
つ
い
て

述
べ
る
。一　

石
河
家
を
め
ぐ
る
状
況

「
公
儀
御
目
見
拝
領
物
之
留
」
は
石
河
家
文
書
に
含
ま
れ
る
も
の
の
、
史
料
中
に
石
河

家
の
人
物
は
出
現
し
な
い
。
な
ぜ
、
本
史
料
が
石
河
家
文
書
に
含
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
石
河
家
は
、
中
世
以
来
西
美
濃
地
域
に
勢
力
を
持
っ
て
い
た
が
、
関
ヶ
原

の
戦
い
で
西
軍
方
に
つ
い
た
た
め
、
所
領
を
没
収
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
慶
長
一
三
年（
一

六
〇
八
）に
光
忠
が
当
主
の
時
に
徳
川
家
康
に
召
し
出
さ
れ
、
同
一
五
年
に
美
濃
国
や

摂
津
国
に
一
万
石
の
知
行
を
与
え
ら
れ
る
。
同
一
七
年
に
は
義
直
に
付
属
す
る
こ
と
を

命
じ
ら
れ
た
。
以
降
、
同
家
の
当
主
は
代
々
、
尾
張
徳
川
家
の
「
万
石
以
上
」
の
家
臣

と
し
て
、
渡
辺
家
や
志
水
家
と
と
も
に
年
寄
役
を
勤
め
た
。

石
河
家
は
、
当
主
が
光
忠
の
時
は
、
江
戸
に
下
向
し
た
際
に
将
軍
に
謁
見
で
き
る
家

柄
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
次
代
の
正
光
が
幼
少
で
家
督
を
相
続
し
て
以
降
、
謁
見
は
中

絶
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
光
忠
の
曽
孫
の
正
章
が
、
江
戸
詰
の
年
寄
を
通
じ
て
、

老
中
井
上
正
岑
に
対
し
て
参
府
・
御
暇
御
礼
の
再
開
を
願
い
出
た
。
そ
の
結
果
、
享
保

元
年（
一
七
一
六
）に
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
か
ら
再
開
が
申
し
渡
さ
れ
た
。

本
史
料
が
作
成
さ
れ
た
宝
暦
一
三
年（
一
七
六
三
）当
時
の
石
河
家
の
当
主
は
光
當
で

あ
る
。
光
當
は
、
三
月
一
五
日
の
晩
に
江
戸
に
到
着
し
、
四
月
一
日
に
江
戸
城
に
登
城

し
て
参
府
の
御
礼
を
行
っ
て
い
る
。
白
書
院
で
家
治
に
謁
見
し
、
太
刀
馬
代
・
巻
物

二
、
西
丸
で
は
家
基（
家
治
の
長
男
）に
太
刀
・
白
銀
三
枚
を
献
上
し
た
。

「
公
儀
御
目
見
拝
領
物
之
留
」
に
は
作
成
者
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
本

史
料
の
一
丁
目
表
に
宗
睦
に
随
行
し
て
登
城
し
た
家
臣
と
し
て
、「
隼
人
正
殿
・
主
殿

頭
殿
・
自
分
其
外
大
寄
合
衆
以
下
之
輩
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、「
自

分
」
に
該
当
す
る
人
物
が
作
成
者
と
考
え
ら
れ
る
。
本
史
料
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、

御
目
見
の
手
順
を
文
章
だ
け
で
な
く
、
図
も
用
い
て
説
明
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ

る
。
本
文
中
の
「
自
分
」
に
該
当
す
る
人
物
が
、
後
掲【
図
Ａ
】で
は
「
十
郎
左
衛
門
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
同
日
の
「
源
明
様
御
代
公
辺
御
記
録
」
に
は
、
宗
睦
に
随
行
し

た
家
臣
と
し
て
「
成
瀬
隼
人
正
・
成
瀬
主
殿
頭
・
遠
山
十
郎
左
衛
門
・
高
木
八
郎
左
衛

門
・
田
辺
新
兵
衛
・
野
崎
源
五
右
衛
門
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
公
儀
御
目
見
拝

領
物
之
留
」
に
お
け
る
「
自
分
」
と
は
、
遠
山
十
郎
左
衛
門
、
す
な
わ
ち
当
時
年
寄
役

を
勤
め
た
遠
山
景
慶
を
指
す
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
史
料
の
作
成
者
は
、
遠

山
景
慶
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
書
状
と
竪
帳
に
記
さ
れ
る
文
字
の
筆
跡
は
異
な
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
書
状
の
作
成
者
は
景
慶
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
景
慶
が

作
成
し
た
竪
帳
の
一
部
を
、
光
當
も
し
く
は
石
河
家
の
関
係
者
が
書
状
に
書
き
写
し
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

二　

上
使
の
来
訪
と
徳
川
宗
睦
の
登
城

「
公
儀
御
目
見
拝
領
物
之
留
」
の
内
容
を
紹
介
す
る
前
に
、
今
回
の
御
暇
御
礼
前
後
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尾
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程

一
五
五

の
宗
睦
の
様
子
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
宗
睦
は
、
御
暇
の
許
可
を
伝
え
る
上
使
の
来
訪

を
市
谷
屋
敷
で
受
け
て
か
ら
、
同
日
中
に
江
戸
城
に
登
城
し
た
。

ま
ず
、
宗
睦
は
三
月
二
八
日
の
六
つ
半
時
に
熨
斗
目
・
半
袴
を
着
用
し
、
家
治
の
上

使
で
あ
る
老
中
松
平
武
元
の
到
着
を
待
っ
た
。
武
元
が
麹
町
一
丁
目
を
通
過
し
た
と
い

う
連
絡
を
受
け
、
市
谷
屋
敷
の
柳
之
間
に
移
動
す
る
。
ま
も
な
く
武
元
が
到
着
す
る
と

知
ら
せ
を
受
け
た
の
で
、玄
関
ま
で
迎
え
に
出
向
く
。
そ
の
後
、両
者
は
「
御
対
面
所
」

（
書
院
）ま
で
移
動
し
、
武
元
は
家
治
の
上
意
を
宗
睦
に
伝
え
た
。
ま
た
、
家
治
か
ら
の

下
賜
と
し
て
、
縮
緬
三
〇
巻
と
白
銀
一
〇
〇
枚
を
宗
睦
は
拝
領
し
た
。

面
会
を
終
え
、
武
元
を
見
送
っ
た
後
、
宗
睦
は
御
座
之
間
で
待
機
し
て
い
た
。
そ
の

直
後
、
家
基
の
上
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
西
丸
老
中
の
松
平
康
福
が
麹
町
一
丁
目
を
通

過
し
た
と
い
う
知
ら
せ
が
入
っ
た
の
で
、
武
元
が
来
訪
し
た
時
と
同
様
に
、
宗
睦
は
柳

之
間
で
待
機
す
る
。「
御
対
面
所
」（
書
院
）で
康
福
か
ら
家
基
の
上
意
を
聞
き
、
家
基
か

ら
縮
緬
三
〇
巻
と
三
種
二
荷
を
拝
領
し
た
。
康
福
と
の
面
会
終
了
後
も
、
家
治
の
正
室

の
上
使
と
し
て
、
広
敷
用
人
で
あ
る
加
藤
正
鄰
が
来
訪
し
た
。
正
鄰
を
柳
之
間
に
通
し

た
と
こ
ろ
、
五
つ
半
時
に
な
っ
た
。「
御
対
面
所
」（
書
院
）で
正
鄰
と
対
面
し
て
、
正
室

か
ら
下
賜
さ
れ
た
品
を
受
け
取
っ
た
後
、
正
鄰
の
出
発
を
見
送
っ
た
。

そ
の
後
、
御
暇
の
挨
拶
を
す
る
た
め
、
供
を
連
れ
て
宗
睦
は
江
戸
城
に
登
城
す
る
。

竹
之
間
で
饗
応
を
受
け
、
老
中
松
平
輝
高
を
通
じ
て
家
治
の
上
意
を
聞
い
た
。
饗
応
が

終
了
す
る
と
、
宗
睦
は
御
座
之
間
に
移
動
し
、
家
治
に
謁
見
し
た
。
輝
高
が
披
露
を
行

い
、
家
治
の
上
意
が
あ
っ
た
う
え
で
、
宗
睦
は
御
座
之
間
下
段
の
左
側
に
着
座
す
る
。

宗
睦
は
、
家
治
か
ら
御
暇
の
許
可
や
下
賜
の
品
を
受
け
取
る
こ
と
、
家
基
か
ら
も
下
賜

の
品
が
あ
る
こ
と
、
饗
応
や
家
治
と
の
謁
見
に
つ
い
て
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
る
こ
と

を
、
輝
高
を
通
じ
て
家
治
に
伝
え
た
。
吸
物
や
盃
が
提
供
さ
れ
た
後
、
信
国
の
刀（
代

金
三
〇
枚
）が
下
賜
さ
れ
、
御
次
之
間
で
は
馬
三
疋
と
鷹
三
居
の
下
賜
も
伝
え
ら
れ
た
。

そ
れ
か
ら
宗
睦
は
白
書
院
の
縁
頰
で
老
中
と
面
会
し
、
家
治
へ
の
御
礼
を
述
べ
た
。
ま

た
、「
御
供
之
御
家
老
」
を
通
じ
て
、
正
室
や
法
心
院（
六
代
将
軍
家
宣
の
側
室
）へ
御
礼

を
伝
え
た
。
次
に
宗
睦
は
、
西
丸
に
登
城
し
て
白
書
院
の
縁
頰
で
康
福
と
面
会
し
、
家

基
へ
の
御
礼
を
述
べ
、
退
出
後
に
本
丸
や
西
丸
の
老
中
や
御
側
御
用
人
の
も
と
を
訪

れ
、
挨
拶
を
し
た
。

市
谷
屋
敷
に
戻
っ
た
宗
睦
は
、
四
月
一
日
に
老
中
の
松
平
武
元
・
松
平
輝
高
、
若
年

寄
の
酒
井
忠
休
、
奏
者
番
の
戸
田
氏
英
・
松
平
乗
薀
な
ど
を
屋
敷
に
招
い
て
饗
応
し

た
。
そ
し
て
六
日
の
朝
に
市
谷
屋
敷
を
出
発
し
て
、一
六
日
に
名
古
屋
城
に
到
着
し
た
。

三　

謁
見
の
過
程

続
い
て
本
章
で
は
、
末
尾
に
翻
刻
を
掲
載
し
た
「
公
儀
御
目
見
拝
領
物
之
留
」
の
内

容
に
注
目
し
て
、
尾
張
徳
川
家
の
家
臣
に
お
け
る
将
軍
謁
見
の
過
程
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
。
本
史
料
の
内
容
は
、
①
市
谷
屋
敷
へ
の
上
使
の
来
訪
や
家
臣
の
登
城
、
家
臣
が

将
軍
に
謁
見
す
る
た
め
の
練
習
の
様
子
、
②
黒
書
院
に
出
座
し
た
家
治
と
の
謁
見
の
手

順
、
③
下
賜
さ
れ
た
品
の
受
け
取
り
方
法
、
④
西
丸
へ
の
登
城
、
⑤
老
中
・
側
用
人
・

若
年
寄
へ
の
挨
拶
の
五
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
翻
刻
中
の
①
～
⑥
は
、
執
筆
者
が
便
宜
的

に
付
し
た
。
な
お
、
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
書
状（
⑥
）は
、
②
と
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
で
あ

る
。
②
・
③
・
④
・
⑥
の
部
分
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ【
図
Ａ
】～【
図
Ｄ
】が
含
ま
れ
て
い
る

（【
図
Ｄ
】は
口
絵
3
参
照
）。
以
下
、
①
か
ら
順
に
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
述
べ
る
。

①
の
最
初
の
一
つ
書
で
は
、
前
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宗
睦
の
暇
の
許
可
を
伝
え

る
上
使
と
し
て
、
松
平
右
近
将
監
武
元
が
市
谷
屋
敷
を
訪
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
上

使
の
来
訪
と
同
じ
日
に
、
宗
睦
は
家
治
に
御
礼
を
伝
え
る
た
め
登
城
す
る
。
市
谷
屋
敷

を
出
発
し
た
時
刻
は
、
五
つ
半
時
で
あ
っ
た
。
宗
睦
と
と
も
に
帰
国
す
る
成
瀬
隼
人
正

（
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尾
張
徳
川
家
の
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臣
に
お
け
る
将
軍
謁
見
の
過
程

一
五
六

正
太
・
成
瀬
主
殿
頭
正
典
・
遠
山
十
郎
左
衛
門
景
慶
や
大
寄
合
衆
な
ど
が
、
熨
斗
目
と

半
袴
を
着
用
し
て
、
宗
睦
に
続
い
て
登
城
す
る
。

正
太
た
ち
は
玄
関
を
入
る
と
、
大
廊
下
中
央
の
西
側
の
張
付
壁
に
接
す
る
位
置
で
待

機
し
た
。
他
の
家
臣
は
、
年
寄
役
の
織
田
遠
江
貞
辰
が
着
座
す
る
辺
り
に
待
機
す
る
。

そ
の
後
、
将
軍
に
謁
見
す
る
練
習
が
行
わ
れ
る
が
、
正
太
は
先
に
黒
書
院
で
練
習
を
終

え
た
。
そ
の
た
め
正
太
以
外
の
家
臣
が
練
習
を
行
っ
た
。
白
書
院
で
将
軍
と
謁
見
す
る

想
定
で
、
目
付
の
指
示
で
正
典
や
景
慶
な
ど
は
、
桜
之
間
の
敷
居
の
外
側
に
並
ん
だ
。

そ
し
て
、
奏
者
番
・
大
目
付
・
目
付
の
差
配
に
従
い
、
練
習
を
進
め
た
。
練
習
終
了
後
、

目
付
の
指
示
で
竹
之
廊
下
の
中
央
西
側
に
移
動
し
、
②
家
治
と
の
謁
見
に
備
え
る
。

前
述
の
と
お
り
、
②
の
内
容
は
、
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
状
の
内
容（
⑥
）と
ほ
ぼ
同
一

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
②
に
含
ま
れ
る【
図
Ａ
】と
⑥
に
含
ま
れ
る【
図
Ｄ
】が
似
通
っ

て
い
る
。

竹
之
廊
下
に
控
え
て
い
た
家
臣
の
う
ち
、
正
太
・
正
典
・
景
慶
の
三
人（
翻
刻
や【
図

Ａ
】の
「
一
」
の
場
所
）が
、
肩
衣
を
脱
ぎ
、
目
付
の
会
釈
に
従
っ
て
、
溜
之
間
近
く
に
移

動
す
る
。
目
付
の
横
に
、
正
太
・
正
典
・
景
慶
の
順
に
並
ぶ（
同
「
二
」
の
場
所
）。
先

に
正
太
が
黒
書
院
で
家
治
に
謁
見
す
る
。「
正
泰
公
御
伝
」
に
よ
る
と
、
奏
者
番
の
土

井
大
炊
頭
利
里
が
披
露
を
行
い
、
家
治
の
上
意
と
し
て
月
番
老
中
の
松
平
右
京
大
夫
輝

高
を
通
じ
て
馬
の
下
賜
が
伝
え
ら
れ
た
後
に
正
太
は
退
出
す
る
。

そ
の
後
、
目
付
が
会
釈
を
し
て
か
ら
、
正
典
と
景
慶
が
溜
之
間
に
入
っ
て
す
ぐ
の
位

置
に
着
座
す
る（
同
「
三
」
の
場
所
）。
溜
之
間
に
は
、
輝
高
を
は
じ
め
老
中
が
待
機
し

て
い
て
、
正
典
と
景
慶
に
御
暇
の
許
可
と
品
物
の
下
賜
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。
伝
達

が
終
わ
る
と
、
同
じ
く
溜
之
間
に
控
え
て
い
た
奏
者
番
の
戸
田
采
女
正
氏
英
の
会
釈
に

応
じ
て
、
二
人
が
一
緒
に
溜
之
間
の
う
ち
黒
書
院
下
段
縁
頰
の
近
く
に
移
動
し
、
正

典
・
景
慶
の
順
に
並
ぶ
。
そ
し
て
、
奏
者
番
の
利
里
が
黒
書
院
下
段
縁
頰
に
進
み（
同

「
●
」
の
場
所
）、
氏
英
の
会
釈
を
受
け
て
、
ま
ず
正
典
が
黒
書
院
下
段
縁
頰
に
進
ん
だ

（
同
「
五
」
の
場
所
）。
利
里
の
披
露
が
終
わ
り
、
正
典
は
拝
伏
し
た
ま
ま
少
し
縁
頰
の

奥
側
に
進
み
、
再
び
氏
英
が
会
釈
を
し
て
か
ら
景
慶
が
家
治
に
謁
見
し
た
。
同
じ
く
利

里
が
披
露
す
る
最
中
に
、
景
慶
は
御
礼
を
し
た
。
こ
の
時
に
輝
高
か
ら
両
者
に
御
暇
の

許
可
と
下
賜
の
品
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
、
謁
見
は
終
了
し
、
退
出
し
た
。
退
出
後

は
、
肩
衣
を
着
用
し
て
大
廊
下
に
向
か
い
、
上
之
部
屋
の
入
口
で
そ
れ
ぞ
れ
御
礼
を
述

べ
た
。

続
い
て
正
太
・
正
典
・
景
慶
は
、
躑
躅
之
間
に
移
動
し
て
下
賜
さ
れ
た
品
の
受
け
取

り
に
向
か
う
。
③
は
そ
の
受
け
取
り
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
た
箇
所
で
あ
る
。
三
人

は
、
ま
ず
、
躑
躅
之
間
の
う
ち
御
次
に
控
え
る（
翻
刻
や【
図
Ｂ
】の
「
一
」
の
場
所
）。
進

物
番
が
躑
躅
之
間
の
北
側
か
ら
南
側
に
向
か
っ
て
、
三
人
に
下
賜
さ
れ
た
品
を
広
蓋
に

載
せ
て
運
び
、
奏
者
番
衆
の
前
に
置
く
。
広
蓋
を
開
け
る
時
に
、
目
付
の
会
釈
を
受
け

て
、正
太
ら
は
一
人
ず
つ
広
蓋
の
前
に
移
動
す
る（
同
「
二
」
の
場
所
）。
広
蓋
の
前
で
は
、

正
太
ら
は
拝
伏
の
み
で
あ
る
。
品
物
を
頂
戴
後
、
少
し
左
に
ず
れ
る（
同
「
三
」
の
場

所
）。
そ
し
て
、
同
席
し
た
月
番
老
中
の
輝
高
に
向
か
っ
て
御
礼
を
述
べ
て
退
出
す
る
。

た
だ
し
、
輝
高
へ
の
御
礼
は
簡
単
な
も
の
で
問
題
な
か
っ
た
。

下
賜
さ
れ
た
品
物
の
受
け
取
り
が
終
わ
る
と
、
④
西
丸
へ
の
登
城
に
う
つ
る
。
三
人

は
、
尾
張
藩
の
城
附
に
退
出
の
旨
を
知
ら
せ
、
そ
の
ま
ま
中
之
口
か
ら
退
出
す
る
。
あ

ら
か
じ
め
中
之
口
に
は
、
供
を
待
機
さ
せ
て
い
た
。
若
年
寄
の
案
内
に
し
た
が
っ
て
西

丸
に
向
か
い
、
玄
関
を
通
っ
て
大
広
間
に
移
動
す
る
。
大
広
間
に
お
け
る
奏
者
番
や
大

目
付
と
の
謁
見
の
手
順
を
示
し
た
も
の
が【
図
Ｃ
】で
あ
る
。
三
人
は
、
最
初
に
大
広
間

の
中
之
間
か
ら
離
れ
た
場
所
に
控
え
た（
翻
刻
や【
図
Ｃ
】の
「
一
」
の
場
所
）。
中
之
間
と

は
二
之
間
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
奏
者
番
が
出
座
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
三
人
は

「
二
」
の
場
所（
三
之
間
に
入
っ
て
す
ぐ
の
場
所
と
思
わ
れ
る
）に
移
動
す
る
。
奏
者
番
と
顔

（
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尾
張
徳
川
家
の
家
臣
に
お
け
る
将
軍
謁
見
の
過
程

一
五
七

を
見
交
わ
し
た
ら
、
三
人
は
一
緒
に
中
之
間
に
進
み（「
三
」
の
場
所
）、
着
座
す
る
奏
者

番
と
大
目
付
に
御
礼
を
述
べ
て
退
出
し
た
。
奏
者
番
と
謁
見
す
る
時
も
肩
衣
は
そ
の
ま

ま
で
、
御
礼
も
簡
単
な
挨
拶
で
あ
っ
た
。

な
お
、
正
太
と
正
典
に
は
家
基
よ
り
下
賜
の
品
が
あ
っ
た
。「
正
泰
公
御
伝
」
に
よ

る
と
、
躑
躅
之
間
に
お
い
て
奏
者
番
の
牧
野
遠
江
守
康
満
が
同
席
し
た
う
え
で
、
西
丸

老
中
の
松
平
周
防
守
康
福
を
通
じ
て
家
基
よ
り
下
賜
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
た
。
正

太
と
正
典
に
は
そ
れ
ぞ
れ
巻
物
三
が
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
城
附
へ
の
挨
拶
を
経
て
、
⑤
老
中
・
側
用
人
・
若
年
寄
へ
の
挨
拶
に
向
か

う
。
今
回
の
事
例
で
は
、
正
太
ら
は
、
水
野
壱
岐
守
忠
見（
若
年
寄
）→
板
倉
佐
渡
守
勝

清（
側
用
人
）→
松
平
武
元（
老
中
）→
鳥
居
伊
賀
守
忠
意（
西
丸
若
年
寄
）→
小
出
信
濃
守
英

持（
若
年
寄
）→
松
平
輝
高（
老
中
）→
松
平
康
福（
西
丸
老
中
）→
松
平
摂
津
守
忠
恒（
若
年

寄
）→
酒
井
石
見
守
忠
休（
同
）→
酒
井
左
衛
門
尉
忠
寄（
老
中
）→
秋
元
但
馬
守
涼
朝（
同
）

の
順
に
挨
拶
に
訪
れ
た
。
挨
拶
の
際
の
口
上
で
は
、
自
身
の
名
前
と
尾
張
徳
川
家
の
家

老
で
あ
る
こ
と
、
本
日
は
暇
の
拝
領
物
に
対
す
る
御
礼
と
し
て
伺
っ
た
こ
と
を
伝
え

た
。
作
成
者
の
景
慶
に
よ
る
と
、
先
例
を
調
べ
た
う
え
で
、
右
の
内
容
を
伝
え
た
と
こ

ろ
、
相
手
に
は
「
至
極
よ
ろ
し
く
候
也
」
と
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ

る
。江

戸
城
を
出
て
市
谷
屋
敷
に
は
、
九
つ
時
半
に
到
着
し
た
。
宗
睦
へ
の
御
礼
は
、
御

用
人
を
介
し
て
書
状
で
伝
え
た
。
詳
細
は
留
書
方
に
伺
う
よ
う
に
指
示
を
し
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
⑥
は
②
と
同
じ
く
黒
書
院
に
お
い
て
家
治
に
謁
見
す
る
手
順
に
つ

い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
た
だ
し
、
肩
衣
の
着
脱

に
関
す
る
記
述
が
な
い
こ
と
、
②
で
は
「
自
分
」
に
相
当
す
る
箇
所
が
「
十
郎
左
衛
門

方
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
②
と
の
違
い
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

（
29
）

お　

わ　

り　

に

本
稿
で
紹
介
し
た
「
公
儀
御
目
見
拝
領
物
之
留
」
は
、
藩
主
の
御
暇
御
礼
時
に
お
い

て
尾
張
徳
川
家
の
家
臣
が
将
軍
に
謁
見
す
る
過
程
だ
け
で
な
く
、
下
賜
さ
れ
た
品
を
受

け
取
る
過
程
や
西
丸
で
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
も
、
図
を
交
え
つ
つ
詳
し
く
説
明
し
て

い
る
の
で
、
こ
の
分
野
の
研
究
が
進
展
す
る
一
助
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

註（
1
）　

石
河
家
文
書
五
。

（
2
）　

挟
み
込
ま
れ
て
い
る
書
状
は
、
公
益
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
徳
川
林
政
史
研
究
所
・
徳
川

美
術
館
編
『
尾
張
家
臣
団
』（
公
益
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
徳
川
林
政
史
研
究
所
、
二
〇
二
五

年
）一
四
頁
に
も
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
3
）　
「
源
明
様
御
代
公
辺
御
記
録
」
宝
暦
一
三
年
三
月
廿
八
日
条（
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
旧

蓬
左
文
庫
所
蔵
史
料
一
四
〇
─
一
〈
一
二
五
〉）。

（
4
）　

天
明
元
年（
一
七
八
一
）一
〇
月
二
五
日
に
正
太
か
ら
正
泰
に
改
名
。
改
名
し
た
理
由
は
、

同
月
一
五
日
に
宗
睦
の
嫡
男
と
し
て
誕
生
し
た
五
郎
太
と
の
名
前
の
重
複
を
避
け
る
た
め
で

あ
っ
た（
白
水
正
「
成
瀬
正
太
と
徳
川
宗
春
─
『
正
泰
公
御
伝
』
か
ら
─
」〈
犬
山
城
白
帝
文
庫

『
研
究
紀
要
』
二
号
、
二
〇
〇
八
年
〉
二
頁
）。

（
5
）　

成
瀬
家
文
書
一
八
八
五
、
宝
暦
一
一
年
三
月
二
十
八
日
条
、「
犬
山
城
白
帝
文
庫　

所
蔵

文
書
翻
刻
『
正
泰
公
御
傳　

地
』」（
犬
山
城
白
帝
文
庫
『
研
究
紀
要
』
一
一
号
、
二
〇
一
七
年
）

八
七
頁
。
こ
の
時
の
御
暇
御
礼
に
つ
い
て
、「
正
泰
公
御
伝
」で
は
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

闕
字
は
一
字
空
き
、
平
出
は
二
字
空
き
で
表
記
。
読
点
は
執
筆
者
が
付
し
た
。〈　

〉
は
割
書

を
示
す
。

一　

同
年
三
月
二
十
八
日　
　

宗
睦
卿
御
帰
国
供
奉
之
御
暇
被　

仰
出
、
拝
領
物
被　

仰

付
、
於
桜
之
間
老
中
烈
坐
、
松
平
右
京
大
夫
方
申
渡
有
之
、
於
御
黒
書
院　

家
治
公

江
御
目
見
、
奏
者
番
土
井
大
炊
頭
披
露
、　

上
意
に
依
て
御
馬
拝
領
、
右
京
大
夫
方



尾
張
徳
川
家
の
家
臣
に
お
け
る
将
軍
謁
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過
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一
五
八

御
取
合
退
去
、
於
躑
躅
之
間
右
京
大
夫
方
出
席
、
大
炊
頭
侍
座
、
紗
綾
五
巻
・
白
銀

廿
枚
拝
領
、
大
炊
頭
取
合
、
於
西
丸
大
広
間
謁
于
奏
者
番
牧
野
遠
江
守
、
於
躑
躅
間

老
中
松
平
周
防
守
方
出
席
、
遠
江
守
侍
座
、
従　
　

竹
千
代
君
拝
領
物
被　

仰
付
旨

申
渡
有
之
、
再
罷
出
、
巻
物
三
拝
領
之
、
遠
江
守
取
合
退
去
、

但
民
部
少
輔
〈
正
典
〉
同
様
御
暇
拝
領
物
有
之
、
委
し
く
は
別
に
記
、

　

な
お
、「
正
泰
公
御
伝
」
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
註（
4
）文
献
の
ほ
か
、
寺
岡
希
華
「『
正
泰

公
御
傳　

天
・
地
』
解
題
」（
犬
山
城
白
帝
文
庫
『
研
究
紀
要
』
一
一
号
）を
参
照
。

（
6
）　

白
根
孝
胤
「
江
戸
に
お
け
る
尾
張
家
の
『
御
礼
』
と
家
格
認
識
」（
岸
野
俊
彦
編
『
尾
張
藩

社
会
の
総
合
研
究
』〈
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
〉）。

（
7
）　
「
参
勤
交
代
に
お
け
る
『
万
石
以
上
』
家
臣
の
身
分
と
格
式
─
尾
張
家
を
中
心
に
─
」（
徳

川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
四
二
号
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
8
）　

註（
7
）。

（
9
）　
「
成
瀬
家
の
参
府
・
御
暇
と
家
格
」（
犬
山
城
白
帝
文
庫
『
研
究
紀
要
』
一
六
号
、
二
〇
二

二
年
）。

（
10
）　

石
河
家
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
十
七

巻　

士
林
泝
洄（
一
）』（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
六
六
年
）七
三
～
八
三
頁
、「
徳
川
林
政

史
研
究
所
所
蔵　

石
河
家
文
書
目
録（
一
）」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
三
九
号
、
二

〇
〇
五
年
）、
註（
7
）一
二
一
頁
を
参
照
。

（
11
）　

註（
7
）。

（
12
）　
「〔
江
戸
御
小
納
戸
日
記
〕」
第
八
冊（
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
尾
張
徳
川
家
文
書
尾
二
─

一
〇
六
）宝
暦
一
三
年
三
月
十
六
日
条
。

（
13
）　

註（
3
）宝
暦
一
三
年
四
月
朔
日
条
。
前
日
に
月
番
老
中
の
松
平
輝
高
か
ら
光
當
に
対
し

て
、
四
月
一
日
に
参
府
御
礼
の
た
め
に
登
城
す
る
こ
と
を
申
し
渡
す
書
状
が
届
い
て
い
る（
註

（
12
）宝
暦
一
三
年
三
月
晦
日
条
）。

（
14
）　
「
公
儀
御
目
見
拝
領
物
之
留
」
よ
り
引
用
す
る
場
合
は
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
、
出
典
は

明
記
し
な
い
。
な
お
、
引
用
文
中
の
「
隼
人
正
」
は
成
瀬
正
太
、「
主
殿
頭
」
は
成
瀬
正
典
で

あ
る
。

（
15
）　

註（
3
）。
高
木
八
郎
左
衛
門
は
大
寄
合
、
田
辺
新
兵
衛（
諱
は
常
治
）は
番
頭
、
野
崎
源
五

右
衛
門（
諱
は
兼
敏
）は
御
用
人
に
就
い
て
い
た
。

（
16
）　

註（
3
）の
ほ
か
、
註（
12
）宝
暦
一
三
年
三
月
廿
八
日
条
を
参
照
。

（
17
）　

市
谷
屋
敷
内
の
各
部
屋
に
つ
い
て
は
、「
御
殿
中
惣
図
」（（
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
図
物

甲
四
五
八
）を
参
照
。
同
絵
図
は【
参
考
図
】と
し
て
末
尾
に
掲
載
。

（
18
）　

註（
12
）で
は
縮
緬
を
三
〇
巻
拝
領
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
註（
3
）で
は
紗
綾
三
〇
巻

を
拝
領
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）　

紅
白
の
縮
緬
一
〇
巻
と
二
種
一
荷
を
下
賜
さ
れ
た
。

（
20
）　

参
勤
交
代
時
に
お
け
る
尾
張
徳
川
家
当
主
に
よ
る
将
軍
へ
の
謁
見
に
つ
い
て
は
、
深
井
雅

海
『
江
戸
城
─
本
丸
御
殿
と
幕
府
政
治
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
八
年
）一
四
〇
～
一
四
一

頁
を
参
照
。
ま
た
、
今
回
の
事
例
で
は
な
い
が
、
尾
張
徳
川
家
当
主
が
御
暇
御
礼
の
た
め
に
登

城
し
た
時
の
様
子
に
つ
い
て
は
、「
年
中
御
登
城
之
節
御
式
御
覚
書
」
の
う
ち
「
御
帰
国
ニ
付

御
登
城
之
御
次
第
」（
深
井
雅
海
編
『
江
戸
時
代
武
家
行
事
儀
礼
図
譜　

第
4
巻（
尾
張
藩
主
江

戸
城
御
殿
席
図　

尾
張
藩
江
戸
屋
敷
席
図
）』〈
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
一
年
〉
一
五
七
～
一
七
二

頁
）に
詳
し
い
。

（
21
）　

深
井
雅
海
氏
は
、
国
持
大
名
な
ど
特
定
の
大
名
家
に
限
り
、
参
勤
交
代
で
初
め
て
領
国
に

帰
る
時
に
将
軍
か
ら
刀
剣
が
下
賜
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る（『
刀
剣
と
格
付
け　

徳
川
将
軍
家

と
名
工
た
ち
』〈
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
〉
六
七
～
七
〇
頁
）。

（
22
）　

刀
は
二
八
日
中
に
箱
に
封
を
し
た
状
態
で
市
谷
屋
敷
に
届
け
ら
れ
、
馬
と
鷹
は
翌
日
に
届

け
ら
れ
た（
註（
12
）宝
暦
一
三
年
三
月
廿
八
日
・
廿
九
日
条
）。

（
23
）　
「
源
明
様
御
代
御
記
録
」
宝
暦
一
三
年
四
月
朔
日
条（
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
旧
蓬
左
文

庫
所
蔵
史
料
一
四
〇
─
一
〈
三
一
七
〉）。
通
常
は
老
中
た
ち
を
「
南
御
座
之
間
」
に
招
い
て
い

た
が
、
今
回
は
宗
睦
が
「
初
而　

御
入
国
之
御
暇
」
の
た
め
、
御
対
面
所
で
饗
応
が
行
わ
れ
た

（
註（
12
）宝
暦
一
三
年
四
月
朔
日
条
）。
市
谷
屋
敷
へ
の
老
中
招
請
に
つ
い
て
は
、
徳
川
美
術
館

編
『
尾
張
徳
川
家
初
代
義
直
襲
封
四
〇
〇
年
記
念　

尾
張
の
殿
様
物
語
』（
徳
川
美
術
館
、
二
〇

〇
七
年
）一
三
〇
～
一
三
一
頁
を
参
照
。

（
24
）　

註（
5
）。

（
25
）　

註（
3
）に
よ
る
と
、
正
太
に
は
巻
物
五
と
白
銀
二
〇
枚
と
馬
一
匹
、
正
典
と
景
慶
に
は
そ

れ
ぞ
れ
巻
物
五
が
下
賜
さ
れ
た
。

（
26
）　

一
般
的
に
躑
躅
之
間
で
拝
領
物
を
受
け
取
る
の
は
御
家
人
で
、
大
名
の
家
臣
は
檜
之
間
で

受
け
取
る
こ
と
が
多
か
っ
た（
深
井
雅
海
「『
表
』
空
間
の
政
治
運
営
に
見
る
格
式
」（
同
『
江
戸
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一
五
九

城
御
殿
の
構
造
と
儀
礼
の
研
究　

空
間
に
示
さ
れ
る
権
威
と
秩
序
』〈
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一

年
、
初
出
は
二
〇
一
八
年
〉
二
〇
五
～
二
〇
九
頁
）。
御
三
家
の
家
臣
で
あ
る
た
め
、
正
太
ら

が
躑
躅
之
間
で
拝
領
物
を
受
け
取
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
27
）　

留
守
居
の
こ
と
。
御
三
家
で
は
城
附
と
呼
ば
れ
た
。
尾
張
徳
川
家
の
城
附
は
、
毎
日
江
戸

城
に
出
仕
し
た
。
城
附
の
職
務
に
つ
い
て
は
、
白
根
孝
胤
「
尾
張
藩
に
お
け
る
幕
藩
間
交
渉
と

城
附
・『
取
持
』」（
岸
野
俊
彦
編
『
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究
《
第
二
篇
》』〈
清
文
堂
出
版
、
二

〇
〇
四
年
〉）に
詳
し
い
。

（
28
）　

部
屋
の
名
称
に
つ
い
て
は
、「
西
丸
御
殿
向
二
建
目
御
修
改
中
謁
席
図
」（
深
井
雅
海
編

『
江
戸
時
代
武
家
行
事
儀
礼
図
譜　

第
2
巻（
奏
者
番
勤
方
席
図　

二
）』〈
東
洋
書
林
、
二
〇
〇

一
年
〉
四
三
二
頁
）を
参
照
。

（
29
）　

註（
5
）。



尾
張
徳
川
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臣
に
お
け
る
将
軍
謁
見
の
過
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一
六
〇

　
　
　

凡　

例

一
、
本
翻
刻
は
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
石
河
家
文
書
中
の
「
宝
暦
十
三
未
年
三
月

廿
八
日
御
国
許
江
之
御
暇
被
進
候
其
節
御
供
ニ
付
而
登
城
公
義
御
目
見
拝
領
物
等

之
留
」（
石
河
家
文
書
五
）の
全
文
で
あ
る
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
体
を
用
い
た
。

一
、
解
読
の
便
宜
上
、
文
中
に
読
点（
、
）と
並
列
点（
・
）を
加
え
た
。

一
、
闕
字
は
一
字
空
き
で
表
記
し
て
い
る
。

一
、
人
名
に
は
初
出
の
み（　

）で
諱
を
付
し
た
。

一
、
脱
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
、（　

）で
そ
の
旨
を
記
し
た
。

一
、「　
　

」
内
の
文
字
は
朱
字
を
示
す
。

一
、
割
書
は
〈　

〉
で
示
し
て
い
る
。
割
書
内
の
／
は
改
行
位
置
を
表
す
。

一
、【
図
Ａ
】～【
図
Ｄ
】は
、
模
式
図
を
末
尾
に
掲
載
し
た
。

（
外
題
）　

宝
暦
十
三
年

　
　
　
　

公
儀
御
目
見
拝
領
物
之
留

（
内
題
）　

宝
暦
十
三
未
年
三
月
廿
八
日

　
　
　
　

御
国
許
江
之
御
暇
被
進
候
其
節

　
　
　
　

御
供
ニ
付
而
登
城

　
　
　
　

公
義
御
目
見
拝
領
物
等
之
留

三
月
廿
八
日

一
今
日　

御
国
許
江
之
御
暇
被
進
候
付
、
為　

上
使
松
平
右
近
将
監（
武
元
）殿
今
朝
六

半
時
出
宅
、
御
出
之
旨
、
昨
日
御
申
聞
有
之
、
仍
之
六
つ
時
出
宅
、
熨
斗
目
麻
上
下

着
用
、
出　

殿
、
上
使
如
例
相
済
、
五
つ
半
時
御
供
揃
ニ
而　

御
登
城
、
御
跡
ゟ
今

度
御
供
ニ
被
召
連
候
隼
人
正（
成
瀬
正
太
）殿
・
主
殿
頭（
成
瀬
正
典
）殿
・
自
分（
遠
山
景

慶
）其
外
大
寄
合
衆
以
下
之
輩
何
連
も
の
し
め
半
上
下
に
て
差
続
登　

城
、

一
御
玄
関
ゟ
上
り
、
大
廊
下
中
程
西
御
張
付
際
比
上
座
ニ
如
例
控
罷
在
候
、
尤
御
供
之

仲
満
衆
織
田
遠
江（
貞
辰
）殿
着
座
之
辺
ニ
も
見
合
控
居
候
也
、

一
追
付
御
白
書
院
に
て
稽
古
ニ
付
、〈
隼
人
正
殿
ニ
ハ
／
御
黒
書
院
ニ
て
／
先
達
而
／
稽

古
相
済
〉
御
目
付
衆
差
図
有
之
、
桜
之
間
敷
居
際
よ
り
外
ト
江
東
御
障
子
江
付
主
殿

（
頭
脱
ヵ
）殿
以
下
列
座
、
御
奏
者
番
衆
・
大
目
付
衆
・
御
目
付
衆
等
差
配
之
上
追
々

稽
古
相
済
、

一
重
而
御
目
付
衆
差
図
有
而
何
れ
も
竹
之
御
廊
下
江
相
越
、
例
之
こ
と
く
右
御
廊
下
中

程
西
之
方
ニ
列
居
、（
①
）

一
御
黒
書
院　

出
御
之
上　

御
目
見
之
次
第
等
左
之
如
図
、

【
図
Ａ
】

右
図
之
通
「
一
」
ノ
着
座
所
ニ
肩
を
ぬ
き
置
、
御
目
付
衆
会
釈
ニ
随
ひ
、「
二
」
ノ

印
之
所
江
順
々
ニ
寄
り
、
隼
人（
正
脱
ヵ
）殿
御
暇
拝
領
物
御
目
見
済
而
退
去
、
引
継
御

目
付
衆
会
釈
之
節
主
殿（
頭
脱
ヵ
）殿
と
自
分
両
人
一
所
ニ
「
三
」
ノ
印
之
所
江
出
席
、

御
老
中
方
列
座
、
御
暇
拝
領
物
之
義
被
仰
渡
、
済
而
各
御
次
江
伺
公
否
侍
座
之
御
奏

者
番
衆
会
釈
ニ
し
た
か
ひ
、
両
人
と
も
一
所
ニ
「
四
」
ノ
印
之
所
江
相
越
着
座
、
披

露
之
御
奏
者
番
衆
「
●
」
之
所
へ
出
席
、差
つ
ゝ
き
引
出
之
御
奏
者
番
衆
会
釈
有
之
、

「
五
」
ノ
印
之
所
江
主
殿（
頭
脱
ヵ
）殿
出
席
、
披
露
済
而
拝
伏
な
り
に
少
シ
座
を
く
り

上
り
被
申
候
内
引
出
し
之
御
奏
者
番
衆
会
釈
ニ
し
た
か
ひ
、
主
殿（
頭
脱
ヵ
）殿
之
次



尾
張
徳
川
家
の
家
臣
に
お
け
る
将
軍
謁
見
の
過
程

一
六
一

江
出
席
、
披
露
有
之
時
御
礼
、
此
節
御
暇
拝
領
物
被　

仰
付
難
有
旨
右
京
大
夫（
松
平

輝
高
）殿
御
取
合
相
済
而
退
去
、

一
直
ニ
肩
を
取
、
大
廊
下
江
相
越
揃
候
上
、
御
部
屋
入
口
に
て
何
連
も
御
礼
申
上
ル
、

尤
御
供
之
仲
満
衆
御
取
合
、（
②
）

一
右
済
而
直
ニ
つ
ゝ
じ
之
間
へ
相
越
、
拝
領
物
之
次
第
如
左
、

【
図
Ｂ
】

右
図
之
通
最
初
「
一
」
ノ
印
之
所
ニ
控
、
此
時
肩
懐
中
、
上
之
方
よ
り
進
物
番
衆
拝

領
物
広
ふ
た
ニ
載
持
出
、
御
奏
者
番
衆
之
前
ニ
置
、
開
ク
時
御
目
付
衆
会
釈
有
而
、

広
蓋
之
前
「
二
」
ノ
印
之
所
江
出
席
頂
戴
、
少
無
つ
之
「
三
」
ノ
印
之
通
月
番
之
方

江
向
ひ
、
御
礼
申
上
退
去
、
尤
頂
戴
致
方
ハ
唯
広
蓋
之
前
に
て
急
度
拝
伏
迄
也
、
御

礼
之
儀
も
口
上
等
之
訳
ハ
勿
論
無
之
、（
③
）

一
右
済
而
御
城
附
江
退
出
之
旨
為
知
申
聞
、
直
ニ
中
ノ
口
ゟ
退
出
〈
兼
而
中
ノ
口
江
／
供

廻
し
置
候
〉、
西
丸
江
登
城
〈
此
節
道
筋
／
若
年
寄
衆
相
勤
ル
〉、
御
玄
関
ゟ
上
り
、

大
広
間
ニ
而
御
奏
者
番
衆
江
被
謁
、
左
之
如
図
、

【
図
Ｃ
】

右
図
之
通
最
初
「
一
」
ノ
印
之
所
ニ
控
罷
在
、
御
奏
者
番
衆
出
席
之
頃
「
二
」
之
印

之
所
へ
着
座
、
見
合
直
ニ
「
三
」
ノ
印
之
所
江
隼
人（
正
脱
ヵ
）殿
・
主
殿（
頭
脱
ヵ
）

殿
・
自
分
三
人
一
所
ニ
相
越
御
礼
、
直
ニ
退
去
、
是
又
強
而
口
上
ニ
不
及
時
宜
計
也
、

此
時
も
肩
懐
中（
④
）

一
右
済
而
御
城
附
江
ち
よ
と
挨
拶
い
た
し
、
直
ニ
退
出
、
御
老
中
方
・
御
側
御
用
人

衆
・
若
年
寄
衆
等
左
之
順
之
通
相
廻
り
、
市
買
江
出　

殿
、
九
つ
半
時
也
、

廻
り
順
如
左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十　
　
　

御
老
中　
　
　

酒
井
左
衛
門
尉（
忠
寄
）殿

西
丸
ゟ
下
り
か
け　

三　
　
　

同　
　
　
　

松
平
右
近
将
監
殿

十
一　
　

同　
　

秋
元
但
馬
守（
涼
朝
）殿

六　
　
　

同　
　
　
　

松
平
右
京
大
夫
殿

七　

西
丸
同　
　

松
平
周
防
守（
康
福
）殿

二　

御
側
御
用
人
板
倉
佐
渡
守（
勝
清
）殿

是
ヨ
リ
西
丸
へ
登
城　
　

五　

若
年
寄　
　

小
出
信
濃
守（
英
持
）殿

八　
　
　

同　
　

松
平
摂
津
守（
忠
恒
）殿

一　
　
　

同　
　

水
野
壱
岐
守（
忠
見
）殿

九　
　
　

同　
　

酒
井
石
見
守（
忠
休
）殿

四　

西
丸
同　
　

鳥
居
伊
賀
守（
忠
意
）殿

口
上
ハ
名
を
申
、
尾
張
殿
家
老
に
て
候
、
今
日
御
暇
拝
領
物
等
之

御
礼
と
し
て
致
伺
公
候
、
宜
と
申
述
ル
也
、

口
上
書
も
調
候
へ
と
も
相
考
候
上
、
右
之
通
申
述
候
処
、
至

極
よ
ろ
し
く
候
也
、

一
出
殿
之
上
御
礼
之
儀
御
用
人
文
を
以
申
上
之
、
委
細
ハ
留
書
方
ヨ
リ
調
候
て
申
聞
く

れ
候
也
、（
⑤
）

（
七
丁
目
に
挟
み
込
み
の
状
）

【
図
Ｄ
】
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一
六
二

右
図
之
通
「
一
」
ノ
着
座
所
ゟ
御
目
付
衆
会
釈
ニ
随
ひ
、「
二
」
ノ
印
之
所
江
三
人

共
ニ
順
々
ニ
寄
リ
、
隼
人
正
方
御
暇
拝
領
物
御
目
見
済
而
退
去
、
引
継
御
目
付
衆
会

釈
之
節
、
主
殿
頭
方
・
十
郎
左
衛
門
方
両
人
一
所
ニ
「
三
」
ノ
印
之
所
江
出
席
、
御

老
中
方
列
座
、
御
暇
拝
領
物
之
儀
被
仰
渡
、
済
而
各
御
次
江
伺
公
否
侍
座
之
御
奏
者

番
衆
会
釈
ニ
随
ひ
、
両
人
と
も
一
所
ニ
「
四
」
ノ
印
之
所
江
相
越
、
披
露
之
御
奏
者

番
衆
「
●
」
ノ
印
之
所
江
出
席
、
差
つ
ゝ
き
引
出
之
御
奏
者
番
衆
会
釈
有
之
、「
五
」

ノ
印
之
所
江
主
殿
頭
方
出
席
、
披
露
済
而
拝
伏
な
り
ニ
少
シ
座
を
く
り
上
リ
候
内
ニ

引
出
之
御
奏
者
番
衆
会
釈
ニ
随
ひ
、
十
郎
左
衛
門
方
出
席
、
披
露
有
之
時
御
礼
、
此

節
月
番
之
御
老
中
御
取
合
相
済
而
両
人
一
所
ニ
退
去
、（
⑥
）
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図Ａ
・「　　」内の文字は朱字を表す。
・枠内の太字と（　　）内の文字は執筆者が追記した。
　図B～Dも同様。
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